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約880lm(ルーメン)
最大10mg/hオゾン発生量
約0.7kg

J9PS0801A

OZMS-W60N/OZMS-W60Lオゾン発生器搭載小型ライト

オゾン発生器搭載小型ライト

約8W(照明のみ100%点灯時)
約2.2W(オゾン発生時)

OZMS-W60L

(約)φ180mm×厚み 202mm
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換気のできない場所で使用しない。
密閉された空間ではオゾン濃度が上昇し、気分が悪くなる
恐れがあります。
換気手段(窓・扉・換気設備)がある場所でご使用ください。

調光機能付の電球機器や回路、非常用照明器具、HIDランプ
(高輝度放電灯)器具での使用をしない。
破損・発煙の原因になります。

製品が結露する湿気の多い環境、ほこりの多いところ、油煙
や湯気が当たるところで使用しない。
オゾンの発生が正常におこなわれない場合があります。
火災・感電の原因となります。

オゾン発生機能を使用する際は下記の内容を守って使用する。
・乳幼児や小さいお子様の手の届く場所では使用しないでく
　ださい。
・ペット等がいる環境ではペット等の様子に注意を払って使
　用してください。
・乳幼児や小さいお子様、ペット等だけの環境ではご使用を
　お控えください。
・天然ゴムやさびやすい金属等はオゾンに触れると劣化しや
　すいので、ご注意ください。
・オゾン濃度によっては、においが気になる場合があります。
　においが気になる場合や、ご利用中に体調の変化を感じら
　れた場合は使用を中止し、換気等をおこなってください。
・ご利用中に体調の変化、身体の異常を感じたときは直ぐに
　使用を中止し医師に相談してください。
・既往症の有る方は、使用に際し医師の相談を受けてください。
・オゾン吹き出し口からの空気を直接吸い込まないでください。 
・人やペットや電気製品、貴金属、宝石に直接吹き付けない
　でください。
・オゾン吹き出し口から30cm以上離れて使用してください。
・オゾン吹き出し口に異物や指を入れないでください。
・オゾン吹き出し口を覆わないでください。
・オゾン発生器のお手入れの際は、必ず電源を切りおこなって
　ください。

適用空間より狭い空間では使用しない。
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口金部分はソケットの奥までしっかり差し込む。
感電・ショート・発火の原因になります。

口金の取り付け面にホコリが付着している場合はふきとる。
ホコリが付着したままソケットに差し込むと、ショート・
火災の原因になります。

オゾンの人体への影響

※日本オゾン協会 オゾンハンドブックを参考

※本製品はトイレや玄関、脱衣所、納戸など狭い空間での使用を想定し
ています。締め切った空間での使用にてオゾンの匂いが強い（臭い）
場合は換気をしてください。
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はずし

オゾンスイッチ

人感センサー
スイッチ

(配線器具 : 口金E26)
※付属していません。

ソケット (E26)

オゾン発生器カバー

オゾン発生表示灯(青色)

人感センサー

オゾン吹き出し口

照明部
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感知

4
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熱がこもり、故障の原因になります。
放出されるオゾンが十分に拡散しない恐
れがあります。

口金

口金E26の器具

支柱部

本体
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電源(壁スイッチなど)を入れる
電源スイッチをONにすると点灯します。
人感センサーがOFFの場合は点灯を継続します。
人感センサーがONの場合はウォームアップモードとなり約30秒点灯後消灯します。

自動点灯/自動消灯(人感センサー)
人感センサーがONの場合は、人を検知している間消灯しません。
人の動きを検知しなければ約1分後に待機状態(消灯)となります。
電源スイッチをONした場合は約30秒後に待機状態(消灯)となり
ます。
オゾン
オゾンスイッチがONの場合は、電源スイッチON時にオゾンを放
出します。
1時間後にオゾンの放出を停止します。
オゾン放出中に人を検知しても時間は延長されません。
オゾン放出停止後に人を検知した場合は、再度1時間オゾンを放
出します。

OFFON

ON

OFFON

水平
約300度

垂直
約300度

垂直
約300度

角度調節
水平方向に約300度、垂直方向に約300度に角度を
設定することができます。
角度調節する際は、「傾き調節位置」で角度調節をし
てください。

注意 「傾き調節位置」以外で角度調節をしない。
取り付け器具の破損の原因になります。

傾き調節位置シール水平方向
水平方向に角度調節するには、支柱部または本体を
持って回すことにより、約300度、自在に調節すること
ができます。

垂直方向
本体と支柱部の間の連結部に凹みのある方向にのみ、
角度調節することができます。凹みのある方向には、本
体外周部に傾き調節位置シールが貼付されています。

凹みがない、傾き調節
位置シールのない側
へ倒すこと（角度調節）
はできません

水平
約300度

凹みがある、傾き調節
位置シール側に倒し
て角度調節をする
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支柱部
支柱部を左（反時計方向）に回して、口金を取り付け
器具「口金E26の器具」から取りはずしてください。

本体
本体を左（反時計方向）に回すことでも口金を取り付
け器具「口金E26の器具」から取りはずすことができ
ます。
・ この場合、水平左回転約300度回ったあとに口金が
ゆるみますのでご注意ください。
・ ※ 再度、取り付け器具「口金E26の器具」に取り付
けるときは、水平右回転約300度回ったあとに口
金がしまります。
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オゾン発生器はシンナー・ベンジンなど揮
発性のものや、みがき粉、洗剤、石けん水を
使用して拭かない

お手入れ時に オゾン発生器カバー以外は
取りはずさない

オゾン発生器を傷つけないよう注意する

石けん水は必ずふき取る

③

ロック状態 解除状態

⑦

④

⑤

⑥

オゾン発生器のお手入れのしかた
1日8時間の使用に対し、3カ月に1回程度、下記の方法でオゾン
発生器の清掃をおこなってください。

・オゾン発生器に汚れが付くと、オゾンが発生しにくくなることが
あります。
オゾンのにおいがしない、または効果が感じられない場合はオゾ
ン発生器のお手入れをおこなってください。

①取りはずしのしかた(P8) 1～2の手順で本体を配線器具から
はずす。
②本体を安定した台の上に置く。
③硬貨等でオゾン発生器カバーのロックを　　の側に回して解除する。
④オゾン発生器カバーを矢印の向きへはずす。
⑤オゾン発生器を綿棒でやさしく拭く。
⑥オゾン発生器カバーを矢印の向きへ取り付ける。
⑦硬貨等でオゾン発生器カバーのロックを　 の側に回してロックする。
⑧取り付けかた(P6)の手順で本体を配線器具へ取り付ける。

オゾン発生器
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オゾン発生表示灯
が点灯しない

オゾン発生器カバーがはずされている オゾン発生器カバーを正しく取り付ける
本体上側にあるオゾン発生装置のスイッチが「切」になっている 本体上側にあるオゾン発生装置のスイッチを「入」に

する

オゾン発生表示灯が
点灯しているのにオ
ゾンが発生しない
人が近づいても点
灯しない/オゾン発
生表示灯が点灯し
ない

点灯したままで消灯
しない

電源（壁スイッチなど）が「切」になっている

人感センサーの表面が汚れている

電源（壁スイッチなど）を「入」にする

柔らかな布でかるく人感センサーの表面の汚れを
落としてください

周囲が明るい 周囲が暗くなると人感センサーが作動します

口金部分がソケットの奥まで入っていない P6の方法で口金をソケットに正しく取付ける

感知範囲に暖房などの熱源がある

感知範囲にエアコンや扇風機などの風により動くものがある

感知範囲から反応するものを取り除いてください

人が近づかなくても
点灯する/オゾン発
生表示灯が点灯する

感知範囲にペットなど人感センサーに反応するものがある

感知範囲に暖房などの熱源がある

感知範囲にエアコンや扇風機などの風により動くものがある

感知範囲から反応するものを移動してください

感知エリアに人がい
るのに消灯する

人の動きがない、または動きが小さい 手を振るなど、簡単な動きをしてください

オゾン発生器が汚れている オゾン発生器のお手入れのしかた(P9)に従ってお
手入れをおこなう(1日8時間の使用に対し、3ヵ月
に1回のお手入れを推奨しております)
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MEMO
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